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議決結果議決結果議決結果

議会のおしらせ No.225 3 議会のおしらせ No.225 2

６月定例会
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問

一
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問

副市長の選任、教育委員会教育長の任命について同意しました。

９月定例会は、９月６日（金）開会
一般質問は、９月10日（火）・11日（水）・12日（木）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

※一般質問の通告者が少ない場合は、10日（火）・11日（水）の2日間となる場合があります。
◎本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。 議会日程 中　継

㈱博多久松の工場を
視察しました

　建設経済委員会が、㈱博多久松田川工場の視察を
行いました。松田社長から事業内容や工場内の設備
について説明をしていただきました。
　この工場では、ふるさと納税の返礼品であるおせ
ちなどの製造や、新商品の開発が行われます。
　田川市の食材を使った新たな名産品が生まれるこ
とを期待しています。

　高齢者や障がい者、地域医療にしわ寄せが起こり、国民の医療アクセスが妨げられるおそれがあることか
ら、マイナ保険証への原則一本化の方針を撤回し、現行の健康保険証の発行の存続を求めるものです。

　子どもたちが全国のどこに住んでいても一定水準の教育を受けられるよう、更なる少人数学級の推進や学
校の働き方改革などを求めるものです。

　急激な少子高齢化、人口減少、物価高騰、大規模災害への対応など、多岐にわたって新たな役割が求めら
れている地方公共団体に対し、積極的な財源の確保・充実を図るよう求めるものです。

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　欠：欠席

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、孔志＝孔志会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志共産党 清風会 黎明会 清友会新風会

　　

榊
　原

村
　𠮷

原
　田

石
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香
　月

辻
佐
　藤

小
　林

梶
　原

尾
　﨑
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佐
々
木
今
　村

髙
　瀬

山
　野

永
　松

田
　守

梶
　原

梶
　原

賛
　
　成

反
　
　対

〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 13 2

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 10 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 10 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 10 7

【報告第４号】 
市長専決処分の報告並びに承認を求
めることについて
［専決第４号　田川市国民健康保険税
条例の一部改正について］

【議案第36号】
田川市副市長の選任について

【議員提出議案第17号】
健康保険証の存続を求める意見書に
ついて

【議員提出議案第20号】
一般廃棄物処理業務の調査に関する
決議について

●副市長　安藤　正之 氏（新任） ●教育委員会教育長　小林　清 氏（再任）
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［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

31
32
33
34
35
36

令和６年度田川市一般会計補正予算
令和６年度田川市一般会計補正予算（追加）
田川市市税条例の一部改正について
田川市都市計画法に基づく開発許可の基準の緩和に関する条例の制定について
田川市教育委員会教育長の任命について
田川市副市長の選任について

総文・厚生
総文・厚生
総　文
建　経
－
－

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同　　意
同　　意

17

18

19
20

健康保険証の存続を求める意見書について
豊かな学びの実現・教職員定数の改善を図るための2025年度政府予算
に係る意見書について
地方財政の充実・強化に関する意見書について
一般廃棄物処理業務の調査に関する決議について

－

－

－
－

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

3

４

５

６

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第３号　田川市市税条例の一部改正について］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第４号　田川市国民健康保険税条例の一部改正について］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第５号　令和６年度田川市一般会計補正予算］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第６号　田川市いじめ問題対策連絡協議会等条例の一部改正について］

－

－

－

－

承　認

承　認

承　認

承　認

市 長 提 出 議 案

報 　 　 告

議 員 提 出 議 案

件　　　　　名 議決結果付託委員会議案番号

６月定例会で次の議案が可決され、田川市議会から国に対して３件の意見書を提出しました。

健康保険証の存続を求める意見書
【議員提出議案第17号】（提出者：香月〔賛成者：佐藤、榊原、原田〕）

豊かな学びの実現・教職員定数の改善を図るための2025年度政府予算に係る意見書
【議員提出議案第18号】（提出者：梶原〔賛成者：榊原、香月、原田、佐藤、尾﨑、今村、山野、田守〕）

地方財政の充実・強化に関する意見書
【議員提出議案第19号】（提出者：梶原〔賛成者：榊原、香月、原田、佐藤、尾﨑、今村、山野、田守〕）

詳しくは４ページ

詳しくは３ページ

詳しくは５ページ
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副市長の選任、教育委員会教育長の任命について同意しました。

９月定例会は、９月６日（金）開会
一般質問は、９月10日（火）・11日（水）・12日（木）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

※一般質問の通告者が少ない場合は、10日（火）・11日（水）の2日間となる場合があります。
◎本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。 議会日程 中　継

㈱博多久松の工場を
視察しました

　建設経済委員会が、㈱博多久松田川工場の視察を
行いました。松田社長から事業内容や工場内の設備
について説明をしていただきました。
　この工場では、ふるさと納税の返礼品であるおせ
ちなどの製造や、新商品の開発が行われます。
　田川市の食材を使った新たな名産品が生まれるこ
とを期待しています。

　高齢者や障がい者、地域医療にしわ寄せが起こり、国民の医療アクセスが妨げられるおそれがあることか
ら、マイナ保険証への原則一本化の方針を撤回し、現行の健康保険証の発行の存続を求めるものです。

　子どもたちが全国のどこに住んでいても一定水準の教育を受けられるよう、更なる少人数学級の推進や学
校の働き方改革などを求めるものです。

　急激な少子高齢化、人口減少、物価高騰、大規模災害への対応など、多岐にわたって新たな役割が求めら
れている地方公共団体に対し、積極的な財源の確保・充実を図るよう求めるものです。

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　欠：欠席

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、孔志＝孔志会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。
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議会のおしらせ No.225 5 議会のおしらせ No.225 4

　令和３年度に締結した一般廃棄物（ごみ）処理業務委託の契約について、不適切な契約事務が疑われたため、
令和４年６月に調査特別委員会（100条委員会）が設置されました。しかし、委員会が求めた資料の一部は、
その記録を提出することが公の利益を害するとの理由によって提出されず、この契約事務が適正に行われた
かどうかを書類上客観的に明らかにすることができませんでした。
　令和５年12月から執行部が進めた調査によって、これまで解明されていなかったことが明らかになった
ため、改めて調査特別委員会（100条委員会）を設置し、地方自治法第100条の規定による調査を行おうと
するものです。

一般廃棄物処理業務の調査に関する決議について
【議員提出議案第20号】（提出者：辻〔賛成者：柿田、村𠮷、榊原、香月、小林〕） 令和６年度一般会計補正予算 常任委員会の主な審査内容

　６月補正予算では、新たに予算措置が必要となった事業費が計上されました。
　歳入歳出とも10億792万9千円を増額し、予算総額は352億1,656万4千円となりました。
　各委員会における審査の一部を紹介します。

フロントヤード改革推進事業費

住民の利便性の向上と職員の業務効率化のため、市役所窓
口のデジタル化を行うもの。

委員会の映像➡

本会議の映像➡

総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

7,982万６千円

書かない・待たない・回らない窓口
タブレットや職員の質問に答えるだけ
で必要な書類を作成し、1か所で複数
の手続きが完了する窓口を実現する。
また、キャッシュレス決済やオンライ
ン申請システムなども導入する。

　なお、この事業の財源の一部として、国の「過疎地域持
続的発展支援交付金」を申請していましたが、不採択とな
ったため、総事業費を縮減することになりました。調達方
法を見直すなどして、計画している全ての事業を実施する
予定です。

中学校運営事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　

市内の中学校２年
生がキャリア教育
の一環として田川
地区の県立高等学
校を訪問するため
のバス借り上げ料
を追加するもの。

99万１千円

要　望

市内の小中学校から高等学校に
進学し、市内での就職を希望す
るなど、雇用増加にもつながる
ようなシステム作りを検討して
ほしい。

POINT

解決

児童手当支給事業費

令和６年10月からの児童手当制度改正により、児童手当
の支給対象が拡充されるもの。

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

１億3,949万５千円
物価高騰等に伴う
低所得世帯支援給付金支給事業費

令和 6年度に新たに住民税が非課税となる世
帯、または住民税均等割のみ課税世帯となる
世帯に対して「低所得世帯支援給付金」を給
付するもの。

１億4,749万６千円

令和６年
９月分まで

令和６年
10月分から

児童手当の主な変更点

給付額

対象者（世帯）

• １世帯当たり10万円
• 児童１人につき
  ５万円を加算

　基準日（令和 6年 6月 3日）に田川市に
住民登録があり、令和 6年度分の住民税が非
課税、または住民税均等割のみ課税となる世
帯。ただし、令和 5年度の同給付金対象とな
った世帯、課税されている人の扶養親族のみ
からなる世帯は除く。

①一般廃棄物（ごみ）収集運搬業の許可に関すること
②令和３年度に締結した一般廃棄物（ごみ）処理業務委託の契約に関すること調査の対象

［佐藤議員］
　執行部による調査により、一部で不適切
な事務が行われたことが明らかになった。
透明で公正公平な行政運営を進め、再発を
防止するため、更なる調査が必要である。

［香月議員］
　執行部の調査により、前担当課長の不適
切な事務が明らかになったが、組織的に不
正が行われていたのではないか疑念が残る
ため、更なる調査が必要である。

賛
成
討
論

［山野議員］
　まずは本会議や委員会、監査請求などに
よる調査を尽くすべきである。現時点にお
ける 100条委員会の設置は合理的な理由
がない。

［今村議員］
　執行部が行った調査の結果、一般廃棄物
処理業務委託について指摘すべき点は確認
できなかったとの結論が出ているため、議
会が調査すべきことはない。

反
対
討
論

可決

設置

賛成多数により

一般廃棄物処理業務に
関する調査特別委員会（100条委員会）

ことばの説明：100条委員会とは？
　地方自治法第100条に定められている、地方自治体の事務に関する調査を行うことができる委
員会です。設置には議会の過半数の賛成が必要です。市職員のほか、外部の関係人の出頭や証言、
記録の提出を求めることもできます。これらの請求に正当な理由なく応じない場合は、禁錮刑を
含む罰則規定があります。

※児童手当、低所得世帯支援給付金について、詳しくは市ホームページをご覧ください。

⬆第１回委員会 ⬆第２回委員会
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議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

第３子以降
15,000円／月

18歳到達後の
年度末まで

年３回
（２、６、10月）

中学生年代まで支給対象

あり

第３子以降
30,000円／月

22歳到達後の
年度末まで

年6回
（偶数月）

高校生年代まで

なし所得制限

手当月額

支給月

第３子
以降の算定

７月３日に第１回特別委員会が開かれ正副委員長が決定。7月18日の第２回特別委員会では、今後の審
査の進め方について確認しました。
［委員長］佐藤　　［副委員長］辻
［委　員］陸田、田守、柿田、佐々木、山野、永松、村𠮷、榊原、
　　　　　尾﨑、今村、髙瀬、香月、石松、梶原、原田、小林

※議員ごとの賛否は2ページに記載しています。
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　令和３年度に締結した一般廃棄物（ごみ）処理業務委託の契約について、不適切な契約事務が疑われたため、
令和４年６月に調査特別委員会（100条委員会）が設置されました。しかし、委員会が求めた資料の一部は、
その記録を提出することが公の利益を害するとの理由によって提出されず、この契約事務が適正に行われた
かどうかを書類上客観的に明らかにすることができませんでした。
　令和５年12月から執行部が進めた調査によって、これまで解明されていなかったことが明らかになった
ため、改めて調査特別委員会（100条委員会）を設置し、地方自治法第100条の規定による調査を行おうと
するものです。

一般廃棄物処理業務の調査に関する決議について
【議員提出議案第20号】（提出者：辻〔賛成者：柿田、村𠮷、榊原、香月、小林〕） 令和６年度一般会計補正予算 常任委員会の主な審査内容

　６月補正予算では、新たに予算措置が必要となった事業費が計上されました。
　歳入歳出とも10億792万9千円を増額し、予算総額は352億1,656万4千円となりました。
　各委員会における審査の一部を紹介します。

フロントヤード改革推進事業費

住民の利便性の向上と職員の業務効率化のため、市役所窓
口のデジタル化を行うもの。

委員会の映像➡

本会議の映像➡

総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

7,982万６千円

書かない・待たない・回らない窓口
タブレットや職員の質問に答えるだけ
で必要な書類を作成し、1か所で複数
の手続きが完了する窓口を実現する。
また、キャッシュレス決済やオンライ
ン申請システムなども導入する。

　なお、この事業の財源の一部として、国の「過疎地域持
続的発展支援交付金」を申請していましたが、不採択とな
ったため、総事業費を縮減することになりました。調達方
法を見直すなどして、計画している全ての事業を実施する
予定です。

中学校運営事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　

市内の中学校２年
生がキャリア教育
の一環として田川
地区の県立高等学
校を訪問するため
のバス借り上げ料
を追加するもの。

99万１千円

要　望

市内の小中学校から高等学校に
進学し、市内での就職を希望す
るなど、雇用増加にもつながる
ようなシステム作りを検討して
ほしい。

POINT

解決

児童手当支給事業費

令和６年10月からの児童手当制度改正により、児童手当
の支給対象が拡充されるもの。

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

１億3,949万５千円
物価高騰等に伴う
低所得世帯支援給付金支給事業費

令和 6年度に新たに住民税が非課税となる世
帯、または住民税均等割のみ課税世帯となる
世帯に対して「低所得世帯支援給付金」を給
付するもの。

１億4,749万６千円

令和６年
９月分まで

令和６年
10月分から

児童手当の主な変更点

給付額

対象者（世帯）

• １世帯当たり10万円
• 児童１人につき
  ５万円を加算

　基準日（令和 6年 6月 3日）に田川市に
住民登録があり、令和 6年度分の住民税が非
課税、または住民税均等割のみ課税となる世
帯。ただし、令和 5年度の同給付金対象とな
った世帯、課税されている人の扶養親族のみ
からなる世帯は除く。

①一般廃棄物（ごみ）収集運搬業の許可に関すること
②令和３年度に締結した一般廃棄物（ごみ）処理業務委託の契約に関すること調査の対象

［佐藤議員］
　執行部による調査により、一部で不適切
な事務が行われたことが明らかになった。
透明で公正公平な行政運営を進め、再発を
防止するため、更なる調査が必要である。

［香月議員］
　執行部の調査により、前担当課長の不適
切な事務が明らかになったが、組織的に不
正が行われていたのではないか疑念が残る
ため、更なる調査が必要である。

賛
成
討
論

［山野議員］
　まずは本会議や委員会、監査請求などに
よる調査を尽くすべきである。現時点にお
ける 100条委員会の設置は合理的な理由
がない。

［今村議員］
　執行部が行った調査の結果、一般廃棄物
処理業務委託について指摘すべき点は確認
できなかったとの結論が出ているため、議
会が調査すべきことはない。

反
対
討
論

可決

設置

賛成多数により

一般廃棄物処理業務に
関する調査特別委員会（100条委員会）

ことばの説明：100条委員会とは？
　地方自治法第100条に定められている、地方自治体の事務に関する調査を行うことができる委
員会です。設置には議会の過半数の賛成が必要です。市職員のほか、外部の関係人の出頭や証言、
記録の提出を求めることもできます。これらの請求に正当な理由なく応じない場合は、禁錮刑を
含む罰則規定があります。

※児童手当、低所得世帯支援給付金について、詳しくは市ホームページをご覧ください。

⬆第１回委員会 ⬆第２回委員会
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果
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案
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査
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問
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般
質
問

一
般
質
問

第３子以降
15,000円／月

18歳到達後の
年度末まで

年３回
（２、６、10月）

中学生年代まで支給対象

あり

第３子以降
30,000円／月

22歳到達後の
年度末まで

年6回
（偶数月）

高校生年代まで

なし所得制限

手当月額

支給月

第３子
以降の算定

７月３日に第１回特別委員会が開かれ正副委員長が決定。7月18日の第２回特別委員会では、今後の審
査の進め方について確認しました。
［委員長］佐藤　　［副委員長］辻
［委　員］陸田、田守、柿田、佐々木、山野、永松、村𠮷、榊原、
　　　　　尾﨑、今村、髙瀬、香月、石松、梶原、原田、小林

※議員ごとの賛否は2ページに記載しています。
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議会のおしらせ No.225 7 議会のおしらせ No.225 6

一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

教
育
施
策

本
市
の
文
化
施
設（
石
炭・歴
史
博
物
館
、美
術
館
及
び
図
書
館
）

不
登
校
対
策

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業（
し
尿
及
び
浄
化
槽
関
係
）

一般質問

山
野
　義
人

黎
　明
　会

や
ま
の

よ
し
ひ
と
▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

梶
原
み
つ
子

新
　風
　会

か
じ
わ
ら

こ

不
登
校
は
、
年
度
間
30
日
以
上
の
欠

席
で
、
そ
の
欠
席
理
由
が
病
気
や
経

済
的
以
外
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
新
学

期
が
始
ま
っ
て
２
か
月
が
経
過
し
た
が
、

連
続
で
欠
席
す
る
新
１
年
生
や
、
休
み
が

ち
な
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
や
保

護
者
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

新
１
年
生
に
限
ら
ず
、
連
続
３
日
休

ん
だ
児
童
生
徒
は
、
す
ぐ
に
家
庭
に

連
絡
し
て
対
応
し
て
い
る
。

３
日
以
上
休
ん
だ
児
童
生
徒
は
、
学

校
か
ら
の
教
育
委
員
会
へ
の
報
告
義

務
が
あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
は
、
毎
月
１
度
の
状
況

調
査
で
把
握
し
て
い
る
。

不
登
校
の
未
然
防
止
事
業
で
、
弓
削

田
小
学
校
を
指
定
校
と
し
て
成
果
が

出
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
中
学
校
で

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

不
登
校
状
態
に
陥
る
こ
と
を
低
年
齢

か
ら
避
け
る
こ
と
で
、
中
学
校
で
の

不
登
校
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
。
ま
ず

は
小
学
校
の
不
登
校
対
策
を
充
実
さ
せ
た

い
。
た
だ
し
、
中
学
校
で
も
、
不
登
校
の

状
態
の
子
ど
も
た
ち
が
行
き
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
工
夫
は
各
学
校
で
実
施
し
て
お

り
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
で
の
い
じ
め
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

各
学
校
で
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
児
童
生
徒
が
発
す
る
い

じ
め
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
原
則
月
１
回
、

各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
加
え
て
、
い

じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

市
内
で
統
一
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
教

育
委
員
会
主
体
で
実
施
し
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
様
々
な
要
望
に
対
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
。

今
年
10
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

路
線
再
編
を
行
い
、
坂
谷
線
の
奈
良

地
区
・
新
庄
橋
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
の
増

便
、
糒
・
夏
吉
線
と
岩
屋
・
夏
吉
線
の
統

合
に
よ
る
一
部
の
バ
ス
停
発
着
本
数
の
増

加
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民

の
要
望
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
、
可
能
な

限
り
改
善
し
た
い
。

閉
店
し
た
川
食
後
藤
寺
店
跡
に
ス
ー

パ
ー
な
ど
再
誘
致
が
で
き
な
い
の
か
。

地
域
の
買
い
物
の
場
の
確
保
は
、
重

要
と
考
え
る
。
所
有
す
る
民
間
事
業

者
と
連
絡
を
取
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

生
鮮
食
料
品
を
取
り
扱
う
店
舗
の
誘
致
に

向
け
た
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

本
市
へ
の
来
訪
者
を
増
や
す
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
石
炭
・
歴
史
博

物
館
が
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

同
館
の
入
館
者
数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
５
年
度
は
、
１
万
４
５
２
８
人
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
た
入

館
者
数
は
、
令
和
４
年
度
以
降
、
回
復
の

兆
し
が
見
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

博
物
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
開
始
後
の
入
館
者
数
を
問
う
。

本
年
３
月
30
日
に
開
始
以
降
、
４
月

と
５
月
の
２
か
月
間
の
入
館
者
数
は
、

２
６
７
７
人
。
過
去
２
か
年
の
同
時
期
の

平
均
２
７
９
７
人
と
比
べ
、
導
入
後
の
効

果
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。

博
物
館
の
入
館
者
増
へ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

博
物
館
の
知
名
度
を
更
に
上
げ
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
に
加
え
、
田
川
広

域
観
光
協
会
や
各
種
旅
行
会
社
、
大
学
や

高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
広
報
・
宣

伝
に
努
め
た
い
。

美
術
館
・
図
書
館
の
入
館
者
増
に
向

け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

そ
れ
ぞ
れ
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理

者
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
美
術

館
で
は
、
企
画
展
の
充
実
や
積
極
的
な
情

報
発
信
な
ど
本
市
の
芸
術
文
化
振
興
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
図
書
館
で
は
、

基
本
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

を
図
り
、
利
用
環
境
の
充
実
に
努
め
た
い
。

不
登
校
問
題
と
同
様
に
学
力
向
上
の

取
り
組
み
も
大
事
な
視
点
で
あ
る
。

本
市
小
中
学
校
の
学
力
の
現
状
を
問
う
。

小
中
学
校
と
も
に
国
、
県
と
比
較
し

て
厳
し
い
状
況
で
、
学
力
向
上
は
引

き
続
き
大
き
な
課
題
と
考
え
る
。

全
国
平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
る
分
野

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
学
力
改
善

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

徹
底
反
復
学
習
、
主
体
的
な
学
び
に

向
か
う
授
業
づ
く
り
、
家
庭
学
習
の

充
実
の
３
つ
を
軸
に
各
学
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
年
２
回

各
学
校
を
訪
問
し
、
学
力
向
上
策
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

学
力
上
位
県
を
参
考
に
今
後
の
学
力

向
上
の
取
り
組
み
を
問
う
。

前
述
の
学
力
改
善
策
３
つ
を
軸
に
、

本
市
独
自
の
学
力
向
上
策
を
講
じ
、

各
校
の
効
果
あ
る
取
り
組
み
を
全
体
に
広

げ
た
い
。
中
学
校
で
は
、
本
年
度
か
ら
福

岡
教
育
大
学
教
授
の
指
導
の
下
、
仲
間
と

の
対
話
を
必
然
と
す
る
「
協
同
学
び
」
を

取
り
入
れ
た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

課
題
は
山
積
み
で
は
あ
る
が
、
全
学
校
一

体
と
な
っ
て
、
学
力
向
上
に
努
め
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

買
い
物
難
民

小
中
学
校
の
学
力
向
上

不
登
校
の
要
因
と
そ
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

い
じ
め
・
不
登
校
等
調
査
や
児
童
生

徒
か
ら
の
聞
き
取
り
の
結
果
、
小
学

校
で
は「
不
安
」「
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
」な

ど
、中
学
校
で
は「
友
人
関
係
の
問
題
」「
親

子
の
関
わ
り
方
」
な
ど
が
主
な
要
因
で
あ

り
、
一
人
一
人
様
々
で
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
る
。
不
登
校
の
解
決
に
向
け
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
学
習
支
援
と
し
て
別
室
で
の

対
応
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
、
本
市
適
応
指

導
教
室
や
県
立
大
学
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
行
う
な
ど
、
個
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
不
登
校
の

児
童
生
徒
が
多
い
と
い
う
本
市
の
現

状
か
ら
、
不
登
校
特
例
校
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
や
県
立

大
学
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
効
果

な
ど
を
検
証
し
つ
つ
、
今
後
も
検
討
を
続

け
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
カ
ラ
ー
舗
装
（
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

整
備
計
画
２
万
３
１
２
５
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
令
和
５
年
度
末
で
約
87
パ
ー
セ

ン
ト
が
完
了
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
全
体

の
整
備
を
完
了
す
る
予
定
。

今
後
の
危
険
箇
所
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

毎
年
校
区
ご
と
に
危
険
箇
所
の
調
査

を
行
い
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
警

察
な
ど
で
構
成
す
る
通
学
路
安
全
推
進
会

議
で
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

新
た
に
把
握
し
た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
も
、

同
じ
手
順
で
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

昨
年
９
月
以
降
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
に
、
利
用
状
況
や
予
約
配
車
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

今
後
、
現
地
視
察
や
交
通
事
業
者
な
ど
と

協
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

地
域
住
民
が
身
近
な
困
り
ご
と
を
協

議
す
る
場
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
協
議
体
を
活
用
し
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
を
確
保
で
き
な
い
か
。

他
自
治
体
で
は
、
協
議
体
で
あ
が
っ

た
地
域
課
題
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

独
自
で
移
動
支
援
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
今
後
、
協
議
体
の
活
動

を
支
援
し
て
い
く
中
で
出
て
き
た
課
題
に

対
し
必
要
に
応
じ
て
対
応
を
考
え
た
い
。

本
年
３
月
に
突
然
汲
み
取
り
業
者
な

ど
が
代
わ
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
か

ら
の
苦
情
や
相
談
を
多
数
受
け
た
。
同
月

末
に
市
長
に
対
し
、
実
態
の
解
明
と
早
期

改
善
を
直
接
要
望
し
た
が
、
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
に
お
い
て
も
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
田

川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
宛
て
に

文
書
に
よ
る
情
報
提
供
を
求
め
た
。

市
町
村
長
が
許
可
を
行
う
と
さ
れ
て

い
る
、
し
尿
等
収
集
運
搬
業
や
浄
化

槽
清
掃
業
に
関
し
て
、
そ
の
許
可
の
権
限

が
市
長
か
ら
同
組
合
長
に
移
っ
て
い
る
根

拠
は
何
か
。

令
和
３
年
４
月
に
同
組
合
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
許
可
権
限
が
組

合
長
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
。
同
組
合
の
規

約
に
は
「
し
尿
処
理
施
設
の
管
理
運
営
に

関
す
る
事
務
」
を
共
同
す
る
事
務
と
し
て

定
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
し
尿
等
収
集
運

搬
業
及
び
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
を
含
む

こ
と
を
県
に
確
認
し
て
い
る
。

し
尿
等
収
集
運
搬
業
等
を
行
う
業
者

の
区
割
り
の
権
限
を
同
組
合
に
委
譲

し
て
い
る
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

区
割
り
は
、
し
尿
等
収
集
運
搬
業
等

の
許
可
を
行
う
際
に
業
者
の
責
任
区

域
を
割
り
当
て
る
も
の
で
、
同
組
合
が
作

成
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
従
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
計
画
は
、
本

年
５
月
30
日
に
本
市
に
初
め
て
情
報
提
供

さ
れ
た
。

本
年
４
月
か
ら
新
た
に
担
当
に
な
っ

た
業
者
が
前
の
業
者
と
の
契
約
金
額

を
知
っ
て
お
り
、
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。

業
者
の
顧
客
情
報
を
、
同
組
合
や
他
の
業

者
が
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
本
市
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

同
組
合
が
地
区
割
り
の
見
直
し
を
行

う
際
、
契
約
者
数
な
ど
の
情
報
に
つ

い
て
各
業
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
こ
と
は

聞
い
て
い
る
が
、
詳
細
な
情
報
の
内
容
は

把
握
し
て
い
な
い
。

同
組
合
と
そ
の
構
成
団
体
で
あ
る
本

市
と
の
十
分
な
情
報
共
有
が
図
ら
れ

ず
市
民
生
活
に
大
き
な
混
乱
を
き
た
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
も
反
省
す
べ
き
で

あ
る
。
新
ご
み
焼
却
場
完
成
後
の
ご
み
収

集
業
務
も
、
し
尿
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
る

の
で
は
な
い
か
不
安
に
感
じ
る
。
本
市
の

見
解
を
問
う
。

同
組
合
と
十
分
な
情
報
共
有
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
組
合

の
在
り
方
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
構

成
団
体
と
し
て
本
市
に
も
責
任
が
あ
る
。

住
民
に
と
っ
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
構
成
団
体
と
し
て
の
本
市
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通

通
学
路
の
安
全
対
策

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

か
き
た

た
か
こ

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

村
𠮷
　勇
介

シ
ン・タ
ガ
ワ

む
ら
よ
し

ゆ
う
す
け
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一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

教
育
施
策

本
市
の
文
化
施
設（
石
炭・歴
史
博
物
館
、美
術
館
及
び
図
書
館
）

不
登
校
対
策

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業（
し
尿
及
び
浄
化
槽
関
係
）

一般質問

山
野
　義
人

黎
　明
　会

や
ま
の

よ
し
ひ
と
▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

梶
原
み
つ
子

新
　風
　会

か
じ
わ
ら

こ

不
登
校
は
、
年
度
間
30
日
以
上
の
欠

席
で
、
そ
の
欠
席
理
由
が
病
気
や
経

済
的
以
外
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
新
学

期
が
始
ま
っ
て
２
か
月
が
経
過
し
た
が
、

連
続
で
欠
席
す
る
新
１
年
生
や
、
休
み
が

ち
な
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
や
保

護
者
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

新
１
年
生
に
限
ら
ず
、
連
続
３
日
休

ん
だ
児
童
生
徒
は
、
す
ぐ
に
家
庭
に

連
絡
し
て
対
応
し
て
い
る
。

３
日
以
上
休
ん
だ
児
童
生
徒
は
、
学

校
か
ら
の
教
育
委
員
会
へ
の
報
告
義

務
が
あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
は
、
毎
月
１
度
の
状
況

調
査
で
把
握
し
て
い
る
。

不
登
校
の
未
然
防
止
事
業
で
、
弓
削

田
小
学
校
を
指
定
校
と
し
て
成
果
が

出
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
中
学
校
で

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

不
登
校
状
態
に
陥
る
こ
と
を
低
年
齢

か
ら
避
け
る
こ
と
で
、
中
学
校
で
の

不
登
校
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
。
ま
ず

は
小
学
校
の
不
登
校
対
策
を
充
実
さ
せ
た

い
。
た
だ
し
、
中
学
校
で
も
、
不
登
校
の

状
態
の
子
ど
も
た
ち
が
行
き
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
工
夫
は
各
学
校
で
実
施
し
て
お

り
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
で
の
い
じ
め
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

各
学
校
で
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
児
童
生
徒
が
発
す
る
い

じ
め
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
原
則
月
１
回
、

各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
加
え
て
、
い

じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

市
内
で
統
一
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
教

育
委
員
会
主
体
で
実
施
し
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
様
々
な
要
望
に
対
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
。

今
年
10
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

路
線
再
編
を
行
い
、
坂
谷
線
の
奈
良

地
区
・
新
庄
橋
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
の
増

便
、
糒
・
夏
吉
線
と
岩
屋
・
夏
吉
線
の
統

合
に
よ
る
一
部
の
バ
ス
停
発
着
本
数
の
増

加
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民

の
要
望
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
、
可
能
な

限
り
改
善
し
た
い
。

閉
店
し
た
川
食
後
藤
寺
店
跡
に
ス
ー

パ
ー
な
ど
再
誘
致
が
で
き
な
い
の
か
。

地
域
の
買
い
物
の
場
の
確
保
は
、
重

要
と
考
え
る
。
所
有
す
る
民
間
事
業

者
と
連
絡
を
取
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

生
鮮
食
料
品
を
取
り
扱
う
店
舗
の
誘
致
に

向
け
た
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

本
市
へ
の
来
訪
者
を
増
や
す
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
石
炭
・
歴
史
博

物
館
が
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

同
館
の
入
館
者
数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
５
年
度
は
、
１
万
４
５
２
８
人
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
た
入

館
者
数
は
、
令
和
４
年
度
以
降
、
回
復
の

兆
し
が
見
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

博
物
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
開
始
後
の
入
館
者
数
を
問
う
。

本
年
３
月
30
日
に
開
始
以
降
、
４
月

と
５
月
の
２
か
月
間
の
入
館
者
数
は
、

２
６
７
７
人
。
過
去
２
か
年
の
同
時
期
の

平
均
２
７
９
７
人
と
比
べ
、
導
入
後
の
効

果
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。

博
物
館
の
入
館
者
増
へ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

博
物
館
の
知
名
度
を
更
に
上
げ
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
に
加
え
、
田
川
広

域
観
光
協
会
や
各
種
旅
行
会
社
、
大
学
や

高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
広
報
・
宣

伝
に
努
め
た
い
。

美
術
館
・
図
書
館
の
入
館
者
増
に
向

け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

そ
れ
ぞ
れ
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理

者
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
美
術

館
で
は
、
企
画
展
の
充
実
や
積
極
的
な
情

報
発
信
な
ど
本
市
の
芸
術
文
化
振
興
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
図
書
館
で
は
、

基
本
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

を
図
り
、
利
用
環
境
の
充
実
に
努
め
た
い
。

不
登
校
問
題
と
同
様
に
学
力
向
上
の

取
り
組
み
も
大
事
な
視
点
で
あ
る
。

本
市
小
中
学
校
の
学
力
の
現
状
を
問
う
。

小
中
学
校
と
も
に
国
、
県
と
比
較
し

て
厳
し
い
状
況
で
、
学
力
向
上
は
引

き
続
き
大
き
な
課
題
と
考
え
る
。

全
国
平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
る
分
野

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
学
力
改
善

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

徹
底
反
復
学
習
、
主
体
的
な
学
び
に

向
か
う
授
業
づ
く
り
、
家
庭
学
習
の

充
実
の
３
つ
を
軸
に
各
学
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
年
２
回

各
学
校
を
訪
問
し
、
学
力
向
上
策
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

学
力
上
位
県
を
参
考
に
今
後
の
学
力

向
上
の
取
り
組
み
を
問
う
。

前
述
の
学
力
改
善
策
３
つ
を
軸
に
、

本
市
独
自
の
学
力
向
上
策
を
講
じ
、

各
校
の
効
果
あ
る
取
り
組
み
を
全
体
に
広

げ
た
い
。
中
学
校
で
は
、
本
年
度
か
ら
福

岡
教
育
大
学
教
授
の
指
導
の
下
、
仲
間
と

の
対
話
を
必
然
と
す
る
「
協
同
学
び
」
を

取
り
入
れ
た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

課
題
は
山
積
み
で
は
あ
る
が
、
全
学
校
一

体
と
な
っ
て
、
学
力
向
上
に
努
め
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

買
い
物
難
民

小
中
学
校
の
学
力
向
上

不
登
校
の
要
因
と
そ
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

い
じ
め
・
不
登
校
等
調
査
や
児
童
生

徒
か
ら
の
聞
き
取
り
の
結
果
、
小
学

校
で
は「
不
安
」「
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
」な

ど
、中
学
校
で
は「
友
人
関
係
の
問
題
」「
親

子
の
関
わ
り
方
」
な
ど
が
主
な
要
因
で
あ

り
、
一
人
一
人
様
々
で
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
る
。
不
登
校
の
解
決
に
向
け
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
学
習
支
援
と
し
て
別
室
で
の

対
応
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
、
本
市
適
応
指

導
教
室
や
県
立
大
学
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
行
う
な
ど
、
個
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
不
登
校
の

児
童
生
徒
が
多
い
と
い
う
本
市
の
現

状
か
ら
、
不
登
校
特
例
校
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
や
県
立

大
学
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
効
果

な
ど
を
検
証
し
つ
つ
、
今
後
も
検
討
を
続

け
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
カ
ラ
ー
舗
装
（
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

整
備
計
画
２
万
３
１
２
５
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
令
和
５
年
度
末
で
約
87
パ
ー
セ

ン
ト
が
完
了
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
全
体

の
整
備
を
完
了
す
る
予
定
。

今
後
の
危
険
箇
所
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

毎
年
校
区
ご
と
に
危
険
箇
所
の
調
査

を
行
い
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
警

察
な
ど
で
構
成
す
る
通
学
路
安
全
推
進
会

議
で
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

新
た
に
把
握
し
た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
も
、

同
じ
手
順
で
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

昨
年
９
月
以
降
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
に
、
利
用
状
況
や
予
約
配
車
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

今
後
、
現
地
視
察
や
交
通
事
業
者
な
ど
と

協
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

地
域
住
民
が
身
近
な
困
り
ご
と
を
協

議
す
る
場
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
協
議
体
を
活
用
し
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
を
確
保
で
き
な
い
か
。

他
自
治
体
で
は
、
協
議
体
で
あ
が
っ

た
地
域
課
題
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

独
自
で
移
動
支
援
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
今
後
、
協
議
体
の
活
動

を
支
援
し
て
い
く
中
で
出
て
き
た
課
題
に

対
し
必
要
に
応
じ
て
対
応
を
考
え
た
い
。

本
年
３
月
に
突
然
汲
み
取
り
業
者
な

ど
が
代
わ
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
か

ら
の
苦
情
や
相
談
を
多
数
受
け
た
。
同
月

末
に
市
長
に
対
し
、
実
態
の
解
明
と
早
期

改
善
を
直
接
要
望
し
た
が
、
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
に
お
い
て
も
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
田

川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
宛
て
に

文
書
に
よ
る
情
報
提
供
を
求
め
た
。

市
町
村
長
が
許
可
を
行
う
と
さ
れ
て

い
る
、
し
尿
等
収
集
運
搬
業
や
浄
化

槽
清
掃
業
に
関
し
て
、
そ
の
許
可
の
権
限

が
市
長
か
ら
同
組
合
長
に
移
っ
て
い
る
根

拠
は
何
か
。

令
和
３
年
４
月
に
同
組
合
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
許
可
権
限
が
組

合
長
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
。
同
組
合
の
規

約
に
は
「
し
尿
処
理
施
設
の
管
理
運
営
に

関
す
る
事
務
」
を
共
同
す
る
事
務
と
し
て

定
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
し
尿
等
収
集
運

搬
業
及
び
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
を
含
む

こ
と
を
県
に
確
認
し
て
い
る
。

し
尿
等
収
集
運
搬
業
等
を
行
う
業
者

の
区
割
り
の
権
限
を
同
組
合
に
委
譲

し
て
い
る
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

区
割
り
は
、
し
尿
等
収
集
運
搬
業
等

の
許
可
を
行
う
際
に
業
者
の
責
任
区

域
を
割
り
当
て
る
も
の
で
、
同
組
合
が
作

成
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
従
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
計
画
は
、
本

年
５
月
30
日
に
本
市
に
初
め
て
情
報
提
供

さ
れ
た
。

本
年
４
月
か
ら
新
た
に
担
当
に
な
っ

た
業
者
が
前
の
業
者
と
の
契
約
金
額

を
知
っ
て
お
り
、
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。

業
者
の
顧
客
情
報
を
、
同
組
合
や
他
の
業

者
が
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
本
市
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

同
組
合
が
地
区
割
り
の
見
直
し
を
行

う
際
、
契
約
者
数
な
ど
の
情
報
に
つ

い
て
各
業
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
こ
と
は

聞
い
て
い
る
が
、
詳
細
な
情
報
の
内
容
は

把
握
し
て
い
な
い
。

同
組
合
と
そ
の
構
成
団
体
で
あ
る
本

市
と
の
十
分
な
情
報
共
有
が
図
ら
れ

ず
市
民
生
活
に
大
き
な
混
乱
を
き
た
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
も
反
省
す
べ
き
で

あ
る
。
新
ご
み
焼
却
場
完
成
後
の
ご
み
収

集
業
務
も
、
し
尿
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
る

の
で
は
な
い
か
不
安
に
感
じ
る
。
本
市
の

見
解
を
問
う
。

同
組
合
と
十
分
な
情
報
共
有
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
組
合

の
在
り
方
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
構

成
団
体
と
し
て
本
市
に
も
責
任
が
あ
る
。

住
民
に
と
っ
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
構
成
団
体
と
し
て
の
本
市
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通

通
学
路
の
安
全
対
策

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

か
き
た

た
か
こ

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

村
𠮷
　勇
介

シ
ン・タ
ガ
ワ

む
ら
よ
し

ゆ
う
す
け

広報たがわ
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一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

田
川
地
区
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
概
要
案
内（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

学
校
給
食
に
お
け
る
窒
息
事
故
の
防
止

し
尿
処
理
施
設
、ご
み
処
理
施
設
及
び
埋
立
て
処
分
施
設

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
窓
口
設
置

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

髙
瀬
冨
士
夫

清
　友
　会

た
か
せ

ふ

　じ

　お

田
川
地
区
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
概
要
案
内
と
し
て
配
布
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
具
体
的
な
根
拠
も
な

く
マ
ス
コ
ミ
批
判
を
記
載
す
る
な
ど
行
政

の
配
布
物
と
し
て
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
本
市
に
事
前
協
議
が

行
わ
れ
た
の
か
問
う
。

広
報
紙
の
発
行
部
数
に
つ
い
て
大
任

町
の
職
員
か
ら
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
回
答
の
際
に
、

事
前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
記
載
内
容
の
提

供
を
依
頼
し
た
が
、
回
答
は
な
く
、
内
容

の
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
負
担
金
は
、
香
春

町
９
万
８
９
０
１
円
、
添
田
町
８
万

８
２
０
９
円
、
大
任
町
６
万
４
１
５
２
円
、

赤
村
３
万
２
０
７
６
円
、
川
崎
町
18
万
７

１
１
０
円
、
福
智
町
22
万
１
８
５
９
円
、

糸
田
町
７
万
７
５
１
７
円
。
本
市
は
５
７

０
万
４
７
０
１
円
で
あ
り
、
他
の
構
成
団

体
と
比
較
し
て
異
常
に
高
い
。
こ
の
負
担

金
の
内
訳
を
問
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
代
85
万
８
５
２

４
円
、
配
送
料
１
９
７
万
４
０
９
３

円
、
配
送
キ
ャ
ン
セ
ル
料
１
６
９
万
１
２

１
７
円
、
か
が
み
文
に
要
し
た
費
用
１
１

５
万
４
４
６
７
円
、
残
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
返
却
料
２
万
６
４
０
０
円
。

負
担
金
に
つ
い
て
事
前
協
議
が
行
わ

れ
て
い
た
の
か
問
う
。

昨
年
６
月
の
田
川
地
区
８
市
町
村
衛

生
担
当
課
長
会
議
で
、
各
市
町
村
の

広
報
９
月
号
に
事
業
内
容
を
掲
載
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
広
報
紙
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
折
り
込
む
こ
と
に
変
更
さ

れ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
事
前
協

議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
田
川
郡

東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
の
契
約
を
本
市
か
ら
引
き
継
い

だ
が
、
宅
配
業
者
と
の
契
約
金
額
な
ど
は

事
前
に
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
市
が
業
者
と
契
約
し
配
布
に
着
手

し
て
い
た
が
、
同
組
合
は
そ
れ
を
一

旦
止
め
た
上
で
、
そ
の
契
約
を
引
き
継
ぎ

た
い
と
要
望
し
、
本
市
だ
け
か
が
み
文
を

同
封
し
て
再
配
布
し
た
。
そ
の
か
が
み
文

に
は
、「
田
川
市
は
配
布
の
目
途
が
立
っ

て
い
な
い
」
と
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。
見
本
も
見
せ
ず
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
一
方
的
に
再
配
布

を
行
い
、
多
額
の
負
担
金
を
請
求
す
る
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
が
、
負
担
金
へ
の
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

負
担
金
の
内
訳
を
精
査
し
た
結
果
、

一
部
承
服
し
難
い
も
の
が
含
ま
れ
て

い
た
た
め
、
協
議
を
申
し
入
れ
た
が
拒
否

さ
れ
て
い
る
。
本
市
が
支
払
う
べ
き
と
判

断
で
き
る
部
分
の
支
払
い
は
可
能
な
た
め
、

検
討
を
依
頼
す
る
文
書
を
送
付
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
年
３
月
議
会
以
降
、
し
尿
処
理
施

設
の
性
能
保
証
期
間
や
修
繕
計
画
に

つ
い
て
把
握
で
き
た
の
か
問
う
。

田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合

に
対
し
、
文
書
で
情
報
提
供
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
同
組
合
長
か
ら
本
市
に
対
し

て
、
組
合
議
会
で
す
で
に
説
明
し
て
い
る

内
容
で
あ
る
た
め
、
本
市
選
出
の
組
合
議

会
議
員
か
ら
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま

た
、
文
書
で
の
回
答
は
行
わ
な
い
と
い
う

返
答
が
あ
っ
た
。

次
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
建
て
替

え
用
地
に
建
設
予
定
の
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
に
係
る
建
設
費
用
に
つ
い
て
問
う
。

組
合
議
会
で
正
式
な
報
告
は
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
田
川
地
区
８
市
町
村

衛
生
担
当
課
長
会
議
に
お
い
て
、
お
よ
そ

９
〜
10
億
円
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
等
の
30
年
間
の
維
持
管

理
費
、
次
回
施
設
更
新
時
に
発
生
す

る
撤
去
費
用
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
の
早
急

な
開
催
を
求
め
て
き
た
が
、
３
月
議
会
以

降
の
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

３
月
議
会
以
降
２
度
協
議
を
行
い
、

そ
の
う
ち
１
回
は
鹿
児
島
県
の
南
国
殖
産

㈱
に
市
長
が
直
接
出
向
き
、
田
川
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
社
長
を
含
め
て
、

住
民
説
明
会
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
な

ど
を
伝
え
て
き
た
。
住
民
説
明
会
の
開
催

に
向
け
て
調
整
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

設
置
運
用
に
関
し
て
、
住
民
自
ら
が

勉
強
会
を
開
催
し
、
作
成
し
た
条
例
案
を

市
長
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

住
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
条
例

制
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。
今
年
度

内
に
条
例
案
を
示
す
予
定
で
あ
る
。

国
の
臨
時
交
付
金
の
残
り
を
活
用
し

て
、
物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
支

え
る
施
策
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。
本

市
の
考
え
を
問
う
。

学
校
給
食
費
無
償
化
や
子
ど
も
医
療

費
無
償
化
拡
充
施
策
の
財
源
と
し
て

臨
時
交
付
金
は
全
額
を
活
用
し
た
た
め
、

残
額
は
な
い
。
本
市
の
財
政
状
況
か
ら
一

般
財
源
で
独
自
の
支
援
を
行
う
の
は
難
し

い
が
、
国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
な
ど
の
追

加
の
配
分
が
あ
れ
ば
直
ち
に
対
応
し
た
い
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
本
市
の
窓
口

に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
ま
ず
は
高
齢
障
が
い
課

へ
の
設
置
に
向
け
て
検
討
を
行
い
た
い
。

同
イ
ヤ
ホ
ン
購
入
に
、
本
市
の
補
聴

器
購
入
助
成
を
活
用
で
き
る
か
。

本
市
の
制
度
は
国
に
準
じ
て
お
り
、

イ
ヤ
ホ
ン
型
の
助
成
は
難
し
い
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
年
間
の
利
用
者

数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
５
年
度
は
２
万
４
５
６
２
人
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
す
る
人
を
含

め
る
と
も
っ
と
多
く
の
利
用
者
が
い
る
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
の
夜
間

使
用
及
び
清
掃
状
況
を
問
う
。

夜
間
は
防
犯
な
ど
の
管
理
上
の
理
由

で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
を
制
限
し
て

い
る
。
ま
た
、
１
日
１
回
の
点
検
と
月
に

１
度
の
業
者
に
よ
る
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
公
園
ト
イ
レ
の
改
修
計

画
に
つ
い
て
、
ま
た
、
改
修
時
に
活

用
で
き
る
補
助
金
に
つ
い
て
問
う
。

老
朽
化
の
状
況
、
利
用
頻
度
な
ど
に

応
じ
順
次
改
修
を
実
施
。
建
て
替
え

や
大
規
模
改
修
は
交
付
金
の
対
象
と
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
園
の
ト
イ
レ
の

現
状
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

公
の
ト
イ
レ
は
美
し
く
整
備
・
管
理

す
べ
き
で
あ
る
。
財
源
を
確
保
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
整
備
を
進
め
た
い
。

排
出
ガ
ス
に
つ
い
て
問
う
。

健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
物
質
を

法
律
及
び
県
条
例
の
基
準
値
内
に
収

め
る
た
め
の
機
器
を
使
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
法
に
基
づ
く
年
２
回
の
排
ガ
ス
測

定
を
行
い
、
基
準
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が

あ
れ
ば
、
発
電
所
の
運
転
が
制
御
さ
れ
る
。

近
隣
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

臭
い
、
騒
音
、
運
搬
、
焼
却
灰
な
ど

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
適
切
な

対
策
を
取
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

他
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
起

こ
っ
た
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
問
う
。

主
な
事
故
は
火
災
で
、
燃
料
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
な
ど
が
コ
ン
ベ
ア
と
の
摩

擦
熱
で
発
火
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

糒
地
区
に
建
設
中
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
に
係
る
本
市
の
権
限
を
問
う
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
に
関
し

て
本
市
に
権
限
は
な
い
。

当
該
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

事
業
主
に
は
、
市
民
の
不
安
解
消
の

た
め
説
明
責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

今
後
も
継
続
的
に
交
渉
を
重
ね
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
ト
イ
レ

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

バ
イ
オ
マ
ス
火
力
発
電
所
の
設
置
問
題

今
年
２
月
、
福
岡
県
み
や
ま
市
の
小

学
１
年
生
の
男
児
が
、
学
校
給
食
の

ウ
ズ
ラ
の
卵
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
て
窒
息
し
、

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

　
平
成
27
年
に
も
大
阪
市
の
小
学
１
年
生

の
女
児
が
給
食
中
に
ウ
ズ
ラ
の
卵
を
喉
に

詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起

き
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
が
平
成
28
年
に
策
定
し
た
教

育
・
保
育
施
設
な
ど
に
お
け
る
事
故
防
止

及
び
事
故
発
生
時
の
対
応
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
窒
息
に
つ
な
が
り
や
す

い
食
べ
物
と
し
て
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
ブ
ド
ウ
な
ど
球
形
の
食
材
を
挙

げ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
指
導

を
徹
底
す
る
と
し
て
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
も
こ

れ
ま
で
ど
お
り
提
供
し
て
い
る
が
、
他
の

自
治
体
で
は
、
窒
息
事
故
を
受
け
て
、
ウ

ズ
ラ
の
卵
や
白
玉
団
子
な
ど
球
形
の
食
材

の
提
供
を
見
合
わ
せ
る
動
き
も
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
窒
息
の
危
険
性
の

あ
る
食
材
に
つ
い
て
は
、
喉
に
詰
ま
ら
な

い
安
全
性
の
高
い
食
材
に
切
り
替
え
る
な

ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
給
食
時
に
担
任
教
職
員
一
人
で

は
ク
ラ
ス
全
員
の
児
童
の
表
情
、
し
ぐ
さ

な
ど
、
隅
々
ま
で
目
配
り
が
で
き
な
い
と

考
え
る
。
給
食
時
に
お
け
る
窒
息
事
故
の

防
止
対
策
と
緊
急
時
の
対
応
を
問
う
。
　

学
校
給
食
は
、
成
長
期
に
あ
る
児
童

生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
豊
か
な
食
事
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
の
増
進
を
図

る
こ
と
に
加
え
、
食
に
関
す
る
指
導
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
、
重
要
な
教
材
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
み
や
ま
市
の

事
故
を
受
け
、
市
内
小
中
学
校
長
に
対
し

て
、
給
食
時
の
見
守
り
指
導
と
事
故
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
。

　
ウ
ズ
ラ
の
卵
は
栄
養
摂
取
の
面
か
ら
も

給
食
に
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
あ
り
、
ウ

ズ
ラ
の
卵
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
児
童

生
徒
に
人
気
が
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
今
後
と
も
給
食
時
の
安
全

面
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
ウ
ズ
ラ
の
卵

や
地
元
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
様
々
な
食
材

を
活
用
し
、
栄
養
豊
か
な
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
正
し
い
食
べ
方
の
指
導
な

ど
食
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
給
食
の
安
全
確
保
の
た
め
、
見

守
り
に
つ
い
て
低
学
年
を
中
心
に
で
き
る

限
り
複
数
対
応
を
実
施
し
、
全
体
に
対
し

て
は
、
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

　
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
研
修
な

ど
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
な

給
食
の
実
施
に
努
め
た
い
。

▼
代
表
質
問

録画映像

議
員

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

録画映像

▼
個
人
質
問

議
員

永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り
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一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

田
川
地
区
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
概
要
案
内（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

学
校
給
食
に
お
け
る
窒
息
事
故
の
防
止

し
尿
処
理
施
設
、ご
み
処
理
施
設
及
び
埋
立
て
処
分
施
設

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
窓
口
設
置

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

髙
瀬
冨
士
夫

清
　友
　会

た
か
せ

ふ

　じ

　お

田
川
地
区
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
概
要
案
内
と
し
て
配
布
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
具
体
的
な
根
拠
も
な

く
マ
ス
コ
ミ
批
判
を
記
載
す
る
な
ど
行
政

の
配
布
物
と
し
て
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
本
市
に
事
前
協
議
が

行
わ
れ
た
の
か
問
う
。

広
報
紙
の
発
行
部
数
に
つ
い
て
大
任

町
の
職
員
か
ら
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
回
答
の
際
に
、

事
前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
記
載
内
容
の
提

供
を
依
頼
し
た
が
、
回
答
は
な
く
、
内
容

の
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
負
担
金
は
、
香
春

町
９
万
８
９
０
１
円
、
添
田
町
８
万

８
２
０
９
円
、
大
任
町
６
万
４
１
５
２
円
、

赤
村
３
万
２
０
７
６
円
、
川
崎
町
18
万
７

１
１
０
円
、
福
智
町
22
万
１
８
５
９
円
、

糸
田
町
７
万
７
５
１
７
円
。
本
市
は
５
７

０
万
４
７
０
１
円
で
あ
り
、
他
の
構
成
団

体
と
比
較
し
て
異
常
に
高
い
。
こ
の
負
担

金
の
内
訳
を
問
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
代
85
万
８
５
２

４
円
、
配
送
料
１
９
７
万
４
０
９
３

円
、
配
送
キ
ャ
ン
セ
ル
料
１
６
９
万
１
２

１
７
円
、
か
が
み
文
に
要
し
た
費
用
１
１

５
万
４
４
６
７
円
、
残
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
返
却
料
２
万
６
４
０
０
円
。

負
担
金
に
つ
い
て
事
前
協
議
が
行
わ

れ
て
い
た
の
か
問
う
。

昨
年
６
月
の
田
川
地
区
８
市
町
村
衛

生
担
当
課
長
会
議
で
、
各
市
町
村
の

広
報
９
月
号
に
事
業
内
容
を
掲
載
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
広
報
紙
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
折
り
込
む
こ
と
に
変
更
さ

れ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
事
前
協

議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
田
川
郡

東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
の
契
約
を
本
市
か
ら
引
き
継
い

だ
が
、
宅
配
業
者
と
の
契
約
金
額
な
ど
は

事
前
に
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
市
が
業
者
と
契
約
し
配
布
に
着
手

し
て
い
た
が
、
同
組
合
は
そ
れ
を
一

旦
止
め
た
上
で
、
そ
の
契
約
を
引
き
継
ぎ

た
い
と
要
望
し
、
本
市
だ
け
か
が
み
文
を

同
封
し
て
再
配
布
し
た
。
そ
の
か
が
み
文

に
は
、「
田
川
市
は
配
布
の
目
途
が
立
っ

て
い
な
い
」
と
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。
見
本
も
見
せ
ず
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
一
方
的
に
再
配
布

を
行
い
、
多
額
の
負
担
金
を
請
求
す
る
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
が
、
負
担
金
へ
の
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

負
担
金
の
内
訳
を
精
査
し
た
結
果
、

一
部
承
服
し
難
い
も
の
が
含
ま
れ
て

い
た
た
め
、
協
議
を
申
し
入
れ
た
が
拒
否

さ
れ
て
い
る
。
本
市
が
支
払
う
べ
き
と
判

断
で
き
る
部
分
の
支
払
い
は
可
能
な
た
め
、

検
討
を
依
頼
す
る
文
書
を
送
付
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
年
３
月
議
会
以
降
、
し
尿
処
理
施

設
の
性
能
保
証
期
間
や
修
繕
計
画
に

つ
い
て
把
握
で
き
た
の
か
問
う
。

田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合

に
対
し
、
文
書
で
情
報
提
供
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
同
組
合
長
か
ら
本
市
に
対
し

て
、
組
合
議
会
で
す
で
に
説
明
し
て
い
る

内
容
で
あ
る
た
め
、
本
市
選
出
の
組
合
議

会
議
員
か
ら
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま

た
、
文
書
で
の
回
答
は
行
わ
な
い
と
い
う

返
答
が
あ
っ
た
。

次
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
建
て
替

え
用
地
に
建
設
予
定
の
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
に
係
る
建
設
費
用
に
つ
い
て
問
う
。

組
合
議
会
で
正
式
な
報
告
は
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
田
川
地
区
８
市
町
村

衛
生
担
当
課
長
会
議
に
お
い
て
、
お
よ
そ

９
〜
10
億
円
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
等
の
30
年
間
の
維
持
管

理
費
、
次
回
施
設
更
新
時
に
発
生
す

る
撤
去
費
用
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
の
早
急

な
開
催
を
求
め
て
き
た
が
、
３
月
議
会
以

降
の
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

３
月
議
会
以
降
２
度
協
議
を
行
い
、

そ
の
う
ち
１
回
は
鹿
児
島
県
の
南
国
殖
産

㈱
に
市
長
が
直
接
出
向
き
、
田
川
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
社
長
を
含
め
て
、

住
民
説
明
会
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
な

ど
を
伝
え
て
き
た
。
住
民
説
明
会
の
開
催

に
向
け
て
調
整
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

設
置
運
用
に
関
し
て
、
住
民
自
ら
が

勉
強
会
を
開
催
し
、
作
成
し
た
条
例
案
を

市
長
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

住
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
条
例

制
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。
今
年
度

内
に
条
例
案
を
示
す
予
定
で
あ
る
。

国
の
臨
時
交
付
金
の
残
り
を
活
用
し

て
、
物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
支

え
る
施
策
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。
本

市
の
考
え
を
問
う
。

学
校
給
食
費
無
償
化
や
子
ど
も
医
療

費
無
償
化
拡
充
施
策
の
財
源
と
し
て

臨
時
交
付
金
は
全
額
を
活
用
し
た
た
め
、

残
額
は
な
い
。
本
市
の
財
政
状
況
か
ら
一

般
財
源
で
独
自
の
支
援
を
行
う
の
は
難
し

い
が
、
国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
な
ど
の
追

加
の
配
分
が
あ
れ
ば
直
ち
に
対
応
し
た
い
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
本
市
の
窓
口

に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
ま
ず
は
高
齢
障
が
い
課

へ
の
設
置
に
向
け
て
検
討
を
行
い
た
い
。

同
イ
ヤ
ホ
ン
購
入
に
、
本
市
の
補
聴

器
購
入
助
成
を
活
用
で
き
る
か
。

本
市
の
制
度
は
国
に
準
じ
て
お
り
、

イ
ヤ
ホ
ン
型
の
助
成
は
難
し
い
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
年
間
の
利
用
者

数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
５
年
度
は
２
万
４
５
６
２
人
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
す
る
人
を
含

め
る
と
も
っ
と
多
く
の
利
用
者
が
い
る
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
の
夜
間

使
用
及
び
清
掃
状
況
を
問
う
。

夜
間
は
防
犯
な
ど
の
管
理
上
の
理
由

で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
を
制
限
し
て

い
る
。
ま
た
、
１
日
１
回
の
点
検
と
月
に

１
度
の
業
者
に
よ
る
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
公
園
ト
イ
レ
の
改
修
計

画
に
つ
い
て
、
ま
た
、
改
修
時
に
活

用
で
き
る
補
助
金
に
つ
い
て
問
う
。

老
朽
化
の
状
況
、
利
用
頻
度
な
ど
に

応
じ
順
次
改
修
を
実
施
。
建
て
替
え

や
大
規
模
改
修
は
交
付
金
の
対
象
と
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
園
の
ト
イ
レ
の

現
状
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

公
の
ト
イ
レ
は
美
し
く
整
備
・
管
理

す
べ
き
で
あ
る
。
財
源
を
確
保
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
整
備
を
進
め
た
い
。

排
出
ガ
ス
に
つ
い
て
問
う
。

健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
物
質
を

法
律
及
び
県
条
例
の
基
準
値
内
に
収

め
る
た
め
の
機
器
を
使
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
法
に
基
づ
く
年
２
回
の
排
ガ
ス
測

定
を
行
い
、
基
準
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が

あ
れ
ば
、
発
電
所
の
運
転
が
制
御
さ
れ
る
。

近
隣
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

臭
い
、
騒
音
、
運
搬
、
焼
却
灰
な
ど

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
適
切
な

対
策
を
取
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

他
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
起

こ
っ
た
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
問
う
。

主
な
事
故
は
火
災
で
、
燃
料
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
な
ど
が
コ
ン
ベ
ア
と
の
摩

擦
熱
で
発
火
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

糒
地
区
に
建
設
中
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
に
係
る
本
市
の
権
限
を
問
う
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
に
関
し

て
本
市
に
権
限
は
な
い
。

当
該
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

事
業
主
に
は
、
市
民
の
不
安
解
消
の

た
め
説
明
責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

今
後
も
継
続
的
に
交
渉
を
重
ね
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
ト
イ
レ

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

バ
イ
オ
マ
ス
火
力
発
電
所
の
設
置
問
題

今
年
２
月
、
福
岡
県
み
や
ま
市
の
小

学
１
年
生
の
男
児
が
、
学
校
給
食
の

ウ
ズ
ラ
の
卵
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
て
窒
息
し
、

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

　
平
成
27
年
に
も
大
阪
市
の
小
学
１
年
生

の
女
児
が
給
食
中
に
ウ
ズ
ラ
の
卵
を
喉
に

詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起

き
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
が
平
成
28
年
に
策
定
し
た
教

育
・
保
育
施
設
な
ど
に
お
け
る
事
故
防
止

及
び
事
故
発
生
時
の
対
応
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
窒
息
に
つ
な
が
り
や
す

い
食
べ
物
と
し
て
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
ブ
ド
ウ
な
ど
球
形
の
食
材
を
挙

げ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
指
導

を
徹
底
す
る
と
し
て
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
も
こ

れ
ま
で
ど
お
り
提
供
し
て
い
る
が
、
他
の

自
治
体
で
は
、
窒
息
事
故
を
受
け
て
、
ウ

ズ
ラ
の
卵
や
白
玉
団
子
な
ど
球
形
の
食
材

の
提
供
を
見
合
わ
せ
る
動
き
も
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
窒
息
の
危
険
性
の

あ
る
食
材
に
つ
い
て
は
、
喉
に
詰
ま
ら
な

い
安
全
性
の
高
い
食
材
に
切
り
替
え
る
な

ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
給
食
時
に
担
任
教
職
員
一
人
で

は
ク
ラ
ス
全
員
の
児
童
の
表
情
、
し
ぐ
さ

な
ど
、
隅
々
ま
で
目
配
り
が
で
き
な
い
と

考
え
る
。
給
食
時
に
お
け
る
窒
息
事
故
の

防
止
対
策
と
緊
急
時
の
対
応
を
問
う
。
　

学
校
給
食
は
、
成
長
期
に
あ
る
児
童

生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
豊
か
な
食
事
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
の
増
進
を
図

る
こ
と
に
加
え
、
食
に
関
す
る
指
導
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
、
重
要
な
教
材
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
み
や
ま
市
の

事
故
を
受
け
、
市
内
小
中
学
校
長
に
対
し

て
、
給
食
時
の
見
守
り
指
導
と
事
故
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
。

　
ウ
ズ
ラ
の
卵
は
栄
養
摂
取
の
面
か
ら
も

給
食
に
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
あ
り
、
ウ

ズ
ラ
の
卵
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
児
童

生
徒
に
人
気
が
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
今
後
と
も
給
食
時
の
安
全

面
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
ウ
ズ
ラ
の
卵

や
地
元
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
様
々
な
食
材

を
活
用
し
、
栄
養
豊
か
な
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
正
し
い
食
べ
方
の
指
導
な

ど
食
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
給
食
の
安
全
確
保
の
た
め
、
見

守
り
に
つ
い
て
低
学
年
を
中
心
に
で
き
る

限
り
複
数
対
応
を
実
施
し
、
全
体
に
対
し

て
は
、
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

　
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
研
修
な

ど
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
な

給
食
の
実
施
に
努
め
た
い
。

▼
代
表
質
問

録画映像

議
員

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

録画映像

▼
個
人
質
問

議
員

永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り

広報たがわ
R6. 9月号

19



議
決
結
果

当
初
予
算
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
紹
介

一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

企
業
誘
致
及
び
地
場
産
業
の
育
成

イ
ン
フ
ラ
整
備

し
尿
処
理
施
設
の
建
設
及
び
維
持
管
理
に
係
る
広
域
行
政

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

小
林
　義
憲

新
　風
　会

こ
ば
や
し

よ
し
の
り

録画映像

▼
個
人
質
問

議
員

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き

議会のおしらせ No.225 11 議会のおしらせ No.225 10

企
業
誘
致
に
お
け
る
本
市
の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
問
う
。

地
価
の
安
さ
、
交
通
利
便
性
、
災
害

リ
ス
ク
の
低
さ
の
３
点
で
あ
る
。

本
市
へ
進
出
す
る
企
業
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
問
う
。

事
業
所
設
置
奨
励
金
、
雇
用
促
進
奨

励
金
が
あ
る
。
ま
た
、
最
大
３
年
間

の
固
定
資
産
税
課
税
免
除
の
制
度
も
あ
る
。

地
場
産
業
育
成
の
取
り
組
み
を
問
う
。

産
業
振
興
会
議
を
設
置
し
、
中
小
企

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
内
経
済
循
環
を

目
的
に
、
市
民
と
市
内
事
業
者
を
つ
な
げ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。

企
業
誘
致
や
移
住
促
進
の
た
め
、
汚

水
の
集
合
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
工

業
団
地
や
中
心
市
街
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ト
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
る
か
問

う
。

星
美
台
に
設
置
し
て
い
る
。
平
成
28

年
に
県
に
提
出
し
た
汚
水
処
理
構
想

に
基
づ
き
、
新
た
な
整
備
計
画
は
な
い
。

民
間
事
業
者
に
住
宅
の
改
修
や
運
営

を
任
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
独
自

で
で
き
な
い
条
件
や
料
金
設
定
な
ど
も
可

能
に
な
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

住
宅
１
棟
の
入
居
募
集
を
停
止
し
、

将
来
的
に
民
間
事
業
者
へ
の
賃
貸
や

売
却
に
つ
な
げ
る
試
験
的
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
、
住
宅
政
策
審
議
会

に
意
見
を
求
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

民
間
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

農
業
者
２
名
と
㈱
博
多
久
松
が
連
携

し
、
同
社
要
望
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
農

業
者
が
栽
培
・
収
穫
。
同
社
が
そ
れ
を
買

い
取
り
、
焼
き
芋
な
ど
の
加
工
品
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
出
品
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
藤
寺
駅
周
辺
を
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
に
再
開
発
さ
せ
る
と
、
よ
り
に
ぎ

わ
い
が
増
す
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

ど
の
よ
う
な
整
備
手
法
が
よ
り
効
果

的
か
、
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

市
政
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
最
大

限
民
間
事
業
者
の
力
を
借
り
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

こ
の
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く
た
め

に
、
民
間
の
知
恵
、
行
動
力
、
資
金

力
な
ど
を
活
用
し
た
い
。

し
尿
及
び
浄
化
槽
関
係
の
収
集
運
搬

業
の
許
可
権
限
に
つ
い
て
、
本
市
か

ら
田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
に

移
っ
た
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

同
組
合
規
約
に
「
し
尿
処
理
施
設
の

管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
」
を
共
同

処
理
す
る
と
規
定
。
こ
の
事
務
に
同
収
集

運
搬
業
の
許
可
が
含
ま
れ
る
。
令
和
３
年

４
月
の
同
組
合
設
立
に
よ
り
権
限
が
委
譲
。

同
組
合
が
行
っ
た
同
許
可
の
地
区
割

り
の
見
直
し
は
、
業
者
間
の
平
準
化

を
目
的
と
し
た
と
聞
く
。
詳
細
を
問
う
。

本
市
は
平
準
化
の
内
容
を
把
握
し
て

い
な
い
。
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る

が
、
現
時
点
で
は
提
供
さ
れ
て
な
い
。

地
区
割
り
の
見
直
し
に
係
る
市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
を
問
う
。

５
月
ま
で
の
問
い
合
わ
せ
は
７
０
０

件
。
詳
細
な
情
報
が
提
供
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
当
初
は
同
組
合
へ
問
い
合
わ

せ
る
よ
う
案
内
す
る
対
応
に
限
ら
れ
た
。

地
区
割
り
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
本

市
へ
事
前
協
議
は
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
３
月
18
日
に
、
同
組
合
か
ら
本

市
に
対
し
、
口
頭
で
地
区
割
り
の
見

直
し
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ま
で
に
事
前
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
同
組
合
に
対
し
各
家
庭
の
浄
化
槽

の
適
切
な
維
持
管
理
な
ど
を
要
望
す
る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支
援
に
つ

い
て
問
う
。
　

成
年
後
見
人
制
度
に
お
け
る
市
長
申

し
立
て
に
よ
り
、
後
見
人
選
定
の
支

援
を
実
施
。
ま
た
、
死
亡
時
は
、
区
長
や

民
生
委
員
へ
の
照
会
や
親
族
調
査
を
行
う

な
ど
、
葬
儀
執
行
の
対
応
を
し
て
い
る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
課
題
と
対
策
を
問
う
。

法
整
備
等
が
進
ま
ず
、
国
県
の
財
政

支
援
が
な
い
た
め
、
本
市
独
自
で
の

対
応
は
難
し
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
実
情
に
沿
っ
た
支
援
を
研
究
し
た
い
。

小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

い
じ
め
を
生
ま
な
い
教
育
活
動
の
推

進
、
早
期
発
見
の
取
り
組
み
の
充
実

な
ど
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心

な
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
い
じ
め
ゼ
ロ
に
向
け
た
実
効
性

あ
る
計
画
を
策
定
す
べ
き
。
見
解
を
問
う
。

本
年
度
、
同
条
例
の
理
念
や
子
ど
も

の
権
利
の
啓
発
等
を
盛
り
込
ん
だ
行

動
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

市
道
の
修
繕
計
画
を
問
う
。

舗
装
長
寿
命
化
個
別
施
設
計
画
に
基

づ
き
、
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
順

に
交
付
金
や
事
業
債
を
活
用
し
随
時
施
工

し
て
い
る
。

要
望
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

過
去
10
年
間
で
提
出
さ
れ
た
要
望
書

は
約
６
０
０
件
。
そ
の
う
ち
約
３
０

０
件
を
処
理
し
て
い
る
。

未
処
理
の
要
望
を
処
理
す
る
た
め
に
、

必
要
な
予
算
措
置
を
要
望
す
る
。
市

長
の
考
え
を
問
う
。

人
員
や
財
源
を
確
保
し
、
体
制
を
整

え
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
。

本
市
が
管
理
す
る
建
物
の
施
設
数
や

延
べ
床
面
積
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
５
年
度
末
で
２
３
４
施
設
、
延

べ
床
面
積
は
約
56
万
㎡
。
こ
れ
ら
の

公
有
財
産
は
、
行
政
目
的
で
使
用
す
る
行

政
財
産
と
、
そ
れ
以
外
の
普
通
財
産
に
分

か
れ
、
行
政
財
産
が
95
・
１
％
を
占
め
る
。

行
政
目
的
が
な
く
な
っ
た
公
共
施
設

の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

他
の
行
政
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は

用
途
変
更
を
行
い
、
行
政
目
的
で
使

用
し
な
い
場
合
は
、
用
途
廃
止
を
行
い
普

通
財
産
と
な
る
。
普
通
財
産
は
保
有
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
処
分
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

廃
校
と
な
っ
た
旧
中
学
校
の
今
後
の

活
用
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

活
用
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
廃
校
と

な
っ
た
旧
中
学
校
は
民
間
事
業
者
へ

売
却
し
、
売
却
で
き
な
い
場
合
は
有
償
で

貸
し
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

土
木
一
式
工
事
と
建
築
一
式
工
事
だ

け
を
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
変

更
し
た
理
由
を
問
う
。

令
和
元
年
度
か
ら
試
行
的
に
指
名
競

争
入
札
に
変
更
し
て
い
た
が
、
業
者

選
定
過
程
の
透
明
性
、
公
正
性
・
公
平
性

を
高
め
る
た
め
、
土
木
一
式
工
事
と
建
築

一
式
工
事
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
一
般
競

争
入
札
へ
変
更
し
た
も
の
。
そ
の
他
の
工

種
に
つ
い
て
は
、
有
資
格
者
名
簿
登
録
者

数
や
年
間
の
発
注
件
数
が
少
な
い
た
め
、

段
階
的
な
改
正
を
考
え
、
指
名
競
争
入
札

の
ま
ま
と
し
て
い
る
。

全
て
の
入
札
を
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
で
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
市
長

の
見
解
を
問
う
。

市
民
か
ら
疑
念
を
抱
か
れ
な
い
、
透

明
性
の
あ
る
業
者
選
定
を
行
う
こ
と

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
業
者
選
定
の
仕
組
み
や
入
札
制
度

を
整
え
て
い
き
た
い
。

田
川
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
目
的
と

運
用
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

性
的
少
数
者
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

と
し
て
令
和
５
年
に
制
度
を
導
入
し

た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ま
た
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
を
宣
誓
し
、
要
件
を

満
た
せ
ば
市
が
受
領
カ
ー
ド
な
ど
を
交
付

す
る
。
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
当

事
者
の
関
係
性
を
簡
潔
に
説
明
で
き
、
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
な
る
。

な
お
、
現
在
、
制
度
の
利
用
者
は
い
な
い
。

制
度
の
浸
透
に
は
周
囲
の
理
解
も
必

要
で
あ
る
。
理
解
を
得
る
た
め
の
対

策
と
今
後
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
ゆ
め

っ
せ
通
信
な
ど
で
、
周
知
と
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
市
民
向
け
に
制
度

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
、
市

の
職
員
向
け
の
勉
強
会
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
の
買
い
物
弱
者
対
策
の
現
状
と

移
動
販
売
等
の
実
施
状
況
を
問
う
。

買
物
支
援
協
力
店
の
冊
子
の
発
行
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ
る
移
動
手

段
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
移
動
販
売
に

つ
い
て
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
と
連

携
し
実
証
実
験
を
行
っ
た
が
、
採
算
が
合

わ
ず
本
格
稼
働
に
至
っ
て
い
な
い
。
　

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
す
れ
ば
利
便

性
が
向
上
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
回
遊
性
の
低
下
や

民
業
圧
迫
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。
課

題
を
整
理
し
検
討
し
た
い
。

曜
日
や
地
域
を
限
定
す
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
併
用
し
た
試
験

的
な
導
入
も
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

本
市
の
不
登
校
比
率
と
不
登
校
対
策

の
現
状
を
問
う
。

令
和
４
年
度
の
千
人
当
た
り
の
出
現

率
は
、
全
国
31
・
７
人
に
対
し
、
田

川
市
45
・
７
人
で
あ
る
。
適
応
指
導
教
室

や
福
岡
県
立
大
学
の
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
の
通
室
な
ど
、
本
人
や
保
護
者

と
相
談
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。

登
校
を
目
指
し
た
不
登
校
対
策
だ
け

で
な
く
、
不
登
校
に
な
っ
て
も
社
会

と
の
関
わ
り
を
失
わ
な
い
た
め
の
支
援
も

必
要
だ
と
考
え
る
。
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
、
連
携
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
市
費
講
師
の
予
算
を
確
保

し
、
更
な
る
人
員
配
置
を
要
望
す
る
。

農
業

駅
周
辺
の
整
備

民
間
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
老
後
の
支
援

い
じ
め
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り

交
通
弱
者
、
買
い
物
弱
者
対
策

汚
水
の
集
合
処
理

市
営
住
宅

入
札
制
度

公
共
施
設

市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
配
置

不
登
校
対
策

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

榊
原
　大
祐

シ
ン・タ
ガ
ワ

さ
か
き
ば
ら

だ
い
す
け

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き
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議
決
結
果

当
初
予
算
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
紹
介

一般質問 一般質問

議
決
結
果

議
案
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

企
業
誘
致
及
び
地
場
産
業
の
育
成

イ
ン
フ
ラ
整
備

し
尿
処
理
施
設
の
建
設
及
び
維
持
管
理
に
係
る
広
域
行
政

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

小
林
　義
憲

新
　風
　会

こ
ば
や
し

よ
し
の
り

録画映像

▼
個
人
質
問

議
員

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き
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企
業
誘
致
に
お
け
る
本
市
の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
問
う
。

地
価
の
安
さ
、
交
通
利
便
性
、
災
害

リ
ス
ク
の
低
さ
の
３
点
で
あ
る
。

本
市
へ
進
出
す
る
企
業
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
問
う
。

事
業
所
設
置
奨
励
金
、
雇
用
促
進
奨

励
金
が
あ
る
。
ま
た
、
最
大
３
年
間

の
固
定
資
産
税
課
税
免
除
の
制
度
も
あ
る
。

地
場
産
業
育
成
の
取
り
組
み
を
問
う
。

産
業
振
興
会
議
を
設
置
し
、
中
小
企

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
内
経
済
循
環
を

目
的
に
、
市
民
と
市
内
事
業
者
を
つ
な
げ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。

企
業
誘
致
や
移
住
促
進
の
た
め
、
汚

水
の
集
合
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
工

業
団
地
や
中
心
市
街
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ト
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
る
か
問

う
。

星
美
台
に
設
置
し
て
い
る
。
平
成
28

年
に
県
に
提
出
し
た
汚
水
処
理
構
想

に
基
づ
き
、
新
た
な
整
備
計
画
は
な
い
。

民
間
事
業
者
に
住
宅
の
改
修
や
運
営

を
任
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
独
自

で
で
き
な
い
条
件
や
料
金
設
定
な
ど
も
可

能
に
な
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

住
宅
１
棟
の
入
居
募
集
を
停
止
し
、

将
来
的
に
民
間
事
業
者
へ
の
賃
貸
や

売
却
に
つ
な
げ
る
試
験
的
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
、
住
宅
政
策
審
議
会

に
意
見
を
求
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

民
間
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

農
業
者
２
名
と
㈱
博
多
久
松
が
連
携

し
、
同
社
要
望
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
農

業
者
が
栽
培
・
収
穫
。
同
社
が
そ
れ
を
買

い
取
り
、
焼
き
芋
な
ど
の
加
工
品
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
出
品
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
藤
寺
駅
周
辺
を
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
に
再
開
発
さ
せ
る
と
、
よ
り
に
ぎ

わ
い
が
増
す
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

ど
の
よ
う
な
整
備
手
法
が
よ
り
効
果

的
か
、
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

市
政
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
最
大

限
民
間
事
業
者
の
力
を
借
り
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

こ
の
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く
た
め

に
、
民
間
の
知
恵
、
行
動
力
、
資
金

力
な
ど
を
活
用
し
た
い
。

し
尿
及
び
浄
化
槽
関
係
の
収
集
運
搬

業
の
許
可
権
限
に
つ
い
て
、
本
市
か

ら
田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
に

移
っ
た
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

同
組
合
規
約
に
「
し
尿
処
理
施
設
の

管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
」
を
共
同

処
理
す
る
と
規
定
。
こ
の
事
務
に
同
収
集

運
搬
業
の
許
可
が
含
ま
れ
る
。
令
和
３
年

４
月
の
同
組
合
設
立
に
よ
り
権
限
が
委
譲
。

同
組
合
が
行
っ
た
同
許
可
の
地
区
割

り
の
見
直
し
は
、
業
者
間
の
平
準
化

を
目
的
と
し
た
と
聞
く
。
詳
細
を
問
う
。

本
市
は
平
準
化
の
内
容
を
把
握
し
て

い
な
い
。
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る

が
、
現
時
点
で
は
提
供
さ
れ
て
な
い
。

地
区
割
り
の
見
直
し
に
係
る
市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
を
問
う
。

５
月
ま
で
の
問
い
合
わ
せ
は
７
０
０

件
。
詳
細
な
情
報
が
提
供
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
当
初
は
同
組
合
へ
問
い
合
わ

せ
る
よ
う
案
内
す
る
対
応
に
限
ら
れ
た
。

地
区
割
り
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
本

市
へ
事
前
協
議
は
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
３
月
18
日
に
、
同
組
合
か
ら
本

市
に
対
し
、
口
頭
で
地
区
割
り
の
見

直
し
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ま
で
に
事
前
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
同
組
合
に
対
し
各
家
庭
の
浄
化
槽

の
適
切
な
維
持
管
理
な
ど
を
要
望
す
る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支
援
に
つ

い
て
問
う
。
　

成
年
後
見
人
制
度
に
お
け
る
市
長
申

し
立
て
に
よ
り
、
後
見
人
選
定
の
支

援
を
実
施
。
ま
た
、
死
亡
時
は
、
区
長
や

民
生
委
員
へ
の
照
会
や
親
族
調
査
を
行
う

な
ど
、
葬
儀
執
行
の
対
応
を
し
て
い
る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
課
題
と
対
策
を
問
う
。

法
整
備
等
が
進
ま
ず
、
国
県
の
財
政

支
援
が
な
い
た
め
、
本
市
独
自
で
の

対
応
は
難
し
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
実
情
に
沿
っ
た
支
援
を
研
究
し
た
い
。

小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

い
じ
め
を
生
ま
な
い
教
育
活
動
の
推

進
、
早
期
発
見
の
取
り
組
み
の
充
実

な
ど
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心

な
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
い
じ
め
ゼ
ロ
に
向
け
た
実
効
性

あ
る
計
画
を
策
定
す
べ
き
。
見
解
を
問
う
。

本
年
度
、
同
条
例
の
理
念
や
子
ど
も

の
権
利
の
啓
発
等
を
盛
り
込
ん
だ
行

動
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

市
道
の
修
繕
計
画
を
問
う
。

舗
装
長
寿
命
化
個
別
施
設
計
画
に
基

づ
き
、
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
順

に
交
付
金
や
事
業
債
を
活
用
し
随
時
施
工

し
て
い
る
。

要
望
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

過
去
10
年
間
で
提
出
さ
れ
た
要
望
書

は
約
６
０
０
件
。
そ
の
う
ち
約
３
０

０
件
を
処
理
し
て
い
る
。

未
処
理
の
要
望
を
処
理
す
る
た
め
に
、

必
要
な
予
算
措
置
を
要
望
す
る
。
市

長
の
考
え
を
問
う
。

人
員
や
財
源
を
確
保
し
、
体
制
を
整

え
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
。

本
市
が
管
理
す
る
建
物
の
施
設
数
や

延
べ
床
面
積
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
５
年
度
末
で
２
３
４
施
設
、
延

べ
床
面
積
は
約
56
万
㎡
。
こ
れ
ら
の

公
有
財
産
は
、
行
政
目
的
で
使
用
す
る
行

政
財
産
と
、
そ
れ
以
外
の
普
通
財
産
に
分

か
れ
、
行
政
財
産
が
95
・
１
％
を
占
め
る
。

行
政
目
的
が
な
く
な
っ
た
公
共
施
設

の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

他
の
行
政
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は

用
途
変
更
を
行
い
、
行
政
目
的
で
使

用
し
な
い
場
合
は
、
用
途
廃
止
を
行
い
普

通
財
産
と
な
る
。
普
通
財
産
は
保
有
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
処
分
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

廃
校
と
な
っ
た
旧
中
学
校
の
今
後
の

活
用
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

活
用
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
廃
校
と

な
っ
た
旧
中
学
校
は
民
間
事
業
者
へ

売
却
し
、
売
却
で
き
な
い
場
合
は
有
償
で

貸
し
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

土
木
一
式
工
事
と
建
築
一
式
工
事
だ

け
を
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
変

更
し
た
理
由
を
問
う
。

令
和
元
年
度
か
ら
試
行
的
に
指
名
競

争
入
札
に
変
更
し
て
い
た
が
、
業
者

選
定
過
程
の
透
明
性
、
公
正
性
・
公
平
性

を
高
め
る
た
め
、
土
木
一
式
工
事
と
建
築

一
式
工
事
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
一
般
競

争
入
札
へ
変
更
し
た
も
の
。
そ
の
他
の
工

種
に
つ
い
て
は
、
有
資
格
者
名
簿
登
録
者

数
や
年
間
の
発
注
件
数
が
少
な
い
た
め
、

段
階
的
な
改
正
を
考
え
、
指
名
競
争
入
札

の
ま
ま
と
し
て
い
る
。

全
て
の
入
札
を
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
で
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
市
長

の
見
解
を
問
う
。

市
民
か
ら
疑
念
を
抱
か
れ
な
い
、
透

明
性
の
あ
る
業
者
選
定
を
行
う
こ
と

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
業
者
選
定
の
仕
組
み
や
入
札
制
度

を
整
え
て
い
き
た
い
。

田
川
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
目
的
と

運
用
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

性
的
少
数
者
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

と
し
て
令
和
５
年
に
制
度
を
導
入
し

た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ま
た
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
を
宣
誓
し
、
要
件
を

満
た
せ
ば
市
が
受
領
カ
ー
ド
な
ど
を
交
付

す
る
。
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
当

事
者
の
関
係
性
を
簡
潔
に
説
明
で
き
、
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
な
る
。

な
お
、
現
在
、
制
度
の
利
用
者
は
い
な
い
。

制
度
の
浸
透
に
は
周
囲
の
理
解
も
必

要
で
あ
る
。
理
解
を
得
る
た
め
の
対

策
と
今
後
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
ゆ
め

っ
せ
通
信
な
ど
で
、
周
知
と
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
市
民
向
け
に
制
度

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
、
市

の
職
員
向
け
の
勉
強
会
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
の
買
い
物
弱
者
対
策
の
現
状
と

移
動
販
売
等
の
実
施
状
況
を
問
う
。

買
物
支
援
協
力
店
の
冊
子
の
発
行
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ
る
移
動
手

段
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
移
動
販
売
に

つ
い
て
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
と
連

携
し
実
証
実
験
を
行
っ
た
が
、
採
算
が
合

わ
ず
本
格
稼
働
に
至
っ
て
い
な
い
。
　

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
す
れ
ば
利
便

性
が
向
上
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
回
遊
性
の
低
下
や

民
業
圧
迫
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。
課

題
を
整
理
し
検
討
し
た
い
。

曜
日
や
地
域
を
限
定
す
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
併
用
し
た
試
験

的
な
導
入
も
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

本
市
の
不
登
校
比
率
と
不
登
校
対
策

の
現
状
を
問
う
。

令
和
４
年
度
の
千
人
当
た
り
の
出
現

率
は
、
全
国
31
・
７
人
に
対
し
、
田

川
市
45
・
７
人
で
あ
る
。
適
応
指
導
教
室

や
福
岡
県
立
大
学
の
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
の
通
室
な
ど
、
本
人
や
保
護
者

と
相
談
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。

登
校
を
目
指
し
た
不
登
校
対
策
だ
け

で
な
く
、
不
登
校
に
な
っ
て
も
社
会

と
の
関
わ
り
を
失
わ
な
い
た
め
の
支
援
も

必
要
だ
と
考
え
る
。
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
、
連
携
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
市
費
講
師
の
予
算
を
確
保

し
、
更
な
る
人
員
配
置
を
要
望
す
る
。

農
業

駅
周
辺
の
整
備

民
間
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
老
後
の
支
援

い
じ
め
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り

交
通
弱
者
、
買
い
物
弱
者
対
策

汚
水
の
集
合
処
理

市
営
住
宅

入
札
制
度

公
共
施
設

市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
配
置

不
登
校
対
策

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

榊
原
　大
祐

シ
ン・タ
ガ
ワ

さ
か
き
ば
ら

だ
い
す
け

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き
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９月はアルツハイマー月間です

●介護予防普及推進サポーター養成講座
●講師　健康たーんとクラブ理事長
　　　　竹下真大さん（理学療法士）
●とき　【１日目】10月16日【２日目】10月23日　
　　　※いずれも水曜日の10時30分～12時

　　　　　（全２回コース）
●ところ　市役所1階大会議室
●申し込み・問い合わせ　
　NPO法人健康たーんとクラブ事務局
　（☎49-1050）

●認知症に関する相談対応
　認知症に関する悩みや心配、困りごとなどの相談に
応じます。
●高齢障がい課高齢介護係
　（☎85-7129）
●田川市地域包括
　支援センター（☎42-9420）
　月～金（祝日除く）
　８時30分～17時

●認知症ケアパス
　認知症の人と家族が住み慣れた地域で安心して暮
らせるように、認知症の進行に合わせて利用できる相
談先や制度、サービスをまとめた「認知症ケアパス」
を発行しています。

●認知症サポーター養成講座
　認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目
指し、認知症の人やその家族の応援者である認知症サ
ポーターを養成しています。

●認知症高齢者等見守り事業
　行方不明になった高齢者の早期発見を支援するため、
位置情報サービスや位置検索機能（ＧＰＳ）を備えた
端末の購入費を、1万円を上限に助成しています。

●高齢者等SOSネットワーク事前登録
　行方不明が生じた場合に、行政や地域、関係機関（警
察や社会福祉協議会など）の協力を得て早期発見や保
護に繋げるネットワークを構築。緊急時に速やかに情
報発信できるよう、特徴や写真、緊急連絡先などの事
前登録を呼びかけています。

　国際アルツハイマー病協会（ADI）は、世界保健機関
（WHO）と共同で９月を「世界アルツハイマー月間」と
定め、認知症の理解を深める活動を行っています。
　厚生労働省の調査によると、65歳以上の高齢者のうち、
認知症の人は、令和７年には471万6,000人となると推
計。団塊ジュニアの世代が65歳以上となる令和22年に
は、584万2,000人にのぼると見込まれています。また、
警察によると、令和５年度に届け出があった認知症の行
方不明者は延べ１万9,039人。前年より330人増え、11
年連続で過去最多を更新しました。
　認知症は「老化」ではなく「脳の病気」です。さまざ
まな原因により、認知機能が低下し、日常生活に支障が
出てくる状態をいい、とても身近な病気です。家族の支
援が限られる中「地域でどう支えるか」が課題です。認
知症になっても安心して暮らせる地域を目指しましょう。

認知症のみなさんを支援するために…
本市では、さまざまな手法で認知症のみなさんの支援に取り組んでいます。

　認知症になっても安心して暮らせる地域づくり
の一環として、認知症をテーマにした映画を上映
します。申し込みは不要です。

●と　き　９月27日（金）　
　【第１部】14時～16時【第２部】18時～20時
●ところ　田川市民会館講座室

「ケアニン～こころに咲く花～」の上映会（無料・先着順）

たけした まさひろ

つな
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議会への質問を
募集します! 質問募集期間

令和６年9月1日～10月11日

ところ  市民会館講堂
　

オンライン配信もします

「報告会で聞きたいこと」を事前に募集します

↑質問フォーム

〒825-8501 田川市中央町1-1 田川市議会事務局
メール　gikai@lg.city.tagawa.fukuoka.jp
ＦＡＸ　0947-44-2043

送付先

 • 質問は、質問箱への投かん、郵送、ＦＡＸ、メール、または右の
二次元バーコードのフォームから送信してください。質問箱は、
市役所1階、市民会館、図書館に設置しています。

 • 様式は任意のものでもかまいません。メールの場合は、件名を
「市議会への質問」としてください。

 • 議員個人に対する質問には対応できませんので、あらかじめご
了承ください。 

 • 事前に質問を提出しなくても、報告会当日に質問できます。

広報たがわ
R6. 9月号
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